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はじめに 

施工計画書は、元請が杭工事において品質確保のために実際に施工することを具体的

に記載し、そのとおりに施工することを約束するもので、杭工事の施工や施工管理の最

も基本となるものである。 

また、国土交通省告示第４６８号「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ず

べき措置」の中にも「適正な施工を確保するため、現場条件に即した施工計画を作成す

る」と定められており、施工計画書の重要性が高まっている。 

施工計画にあたっては、材料・工法・施工管理・安全計画・環境保全等を具体的に定

めた施工計画書を作成し、工事監理者の承諾を得る。施工計画書作成の目的は、作業手

順や品質管理・安全管理といった施工管理に関する元請の実施方針を具体的に示し、施

工計画書の内容が設計図書に示された仕様に整合し、所要品質が確保できることを工事

監理者に提示することにある。工事監理者は施工計画書をもとに施工計画の妥当性を判

断し、元請は施工計画書に基づき現場管理をおこなう。したがって、個々の工事におけ

る設計条件、地盤条件、施工条件等の現場条件について十分検討し、具体的内容を記述

することにより、その現場に即した施工計画書を作成することが重要である。 

この「施工計画書作成のポイント」は、（一社）日本建設業連合会 建築生産委員会 施

工部会内に「既製コンクリート杭施工管理専門部会」を設け、（一社）コンクリートパ

イル建設技術協会と共働しまとめたものである。元請技術者が施工計画書を作成するに

あたっての、標準的な書式、作成時の留意事項を示している。各項目や内容を参照しな

がら、必要に応じて追記・修正を加えて活用してもらいたい。 

本書が杭工事の品質向上の一助になれば幸いである。 
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１．施工計画書の目的 

施工計画書は、設計図・仕様書等に定められた工事目的物を完成するために必要な手

順や工法及び施工中の管理について定めたものである。工事の施工・施工管理の最も基

本となるものであり、次の事項に留意して作成する。 

 作業手順や施工管理に関する元請の実施方針を具体的に示す。 

 当該杭工事における施工方法や管理方法、管理基準を明確にする。 

 設計要求性能や認定工法等の施工指針の内容に合致していることを確認する。 

 敷地や地盤状況は現場ごとに異なり、杭の工法、種別、径や長さが様々であることを

理解し、その現場に即した施工計画書を作成する。 

 施工計画の内容を十分に理解し、疑問点を計画段階で解消する。 

 作業プロセスごとに役割と責任分担を明確にする。 

 考えられるトラブルを予測し、対応策を事前に検討して施工計画書に記載する。 

 

２．施工計画書の作成 

施工計画書は、仮設計画をはじめ品質管理、工程管理、安全対策を総合的に検討し、

元請が作成する。ただし、既製コンクリート杭の工法は大臣認定工法が主流となってい

るため、施工要領については認定を取得した杭メーカー等に確認する必要がある。作成

にあたっては、本会の「既製コンクリート杭施工管理指針」、「杭の施工管理における支

持層到達の確認方法」を反映する。また、「杭工事計画チェックシート」により内容を

チェックすることで、漏れのない施工計画書を作成することが重要である。 

施工計画書の作成は、次のような手順によって進める。 

1) 元請は、設計図書や施工条件、各種調査結果をもとに要求品質、設計仕様、施工

条件、品質管理方法等をまとめた基本計画書を作成し、杭メーカー等に提示する

（図 1 中の①）。ここでいう基本計画書は、杭メーカー等に対する元請としての施

工方針伝達書という意味合いのものである。また、品質管理工程表を作成し、作

業手順、管理項目、管理基準値、元請と杭メーカー等の責任分担、合否判定、立

会い・写真撮影する施工プロセス等を明確にすることが重要である。 

2) 杭メーカー等は、①の基本計画書をもとに具体的な施工方法や手順、工程表、品

質管理方法等をまとめた施工要領書を作成し、元請に提出する（図 1 中の②）。 

3) 元請は、②の施工要領書の内容を確認し、①の基本計画書と統合した施工計画書

を作成し、工事監理者に提出し承諾を得る。(図 1 中の③)。 

次ページに基本計画書、施工要領書、施工計画書の作成手順（図 1）及び作成区分

（表 1）を示す。 
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図 1 施工計画書の作成手順 

 

 

表 1 施工計画書の作成区分 

章 項 目 基本計画書 施工要領書 施工計画書 

 1.総則 適用範囲、図書、変更、周知 等 ○  ○ 

 2.工事概要 工事概要 ○  ○ 

 3.設計仕様 杭リスト、杭伏図、柱状図 等 ○  ○ 

 4.施工組織 施工組織表、資格、役割と責務 ○ ○ ○ 

 5.工程表 全体工程表、杭工事工程表 ○ ○ ○ 

 6.施工計画 工法概要、使用機械、材料、手順  ○ ○ 

 7.施工 施工手順、具体的な施工要領 等  ○ ○ 

 8.品質管理 品質管理計画表、トラブル対応 ○ ○ ○ 

 9.安全・環境管理 安全管理、環境管理 ○ ○ ○ 

10.各種施工記録 施工管理チェックシート、各記録  ○ ○ 

11.末尾資料 認定書、資格証、カタログ 等  ○ ○ 

  



4 
 

３．基本計画書 

基本計画書は、設計図書の内容を把握し、施工条件・各種調査結果をもとに要求品質、

設計仕様、施工条件、品質管理方法等をまとめたもので、元請が作成し杭メーカー等に

提示する。基本計画書の標準的な書式を資料-1 にまとめているので、表 2 の各項目の

確認、検討を十分行い作成する。 

また、品質管理工程表を資料-2 にまとめているので、管理項目の追加・修正や検査

者・確認者欄の記号のつけ方等を適宜設定し、立会い、写真撮影する施工プロセスを工

事監理者と協議して作成する。 

 

表 2 基本計画書の検討項目 

項  目 検 討 内 容 

工事概要 施工記録として保管されるので、後で参考になる概要を記載する。 

施工組織 元請の管理体制、工事担当者を示す。 

設計仕様の確認 設計図書で指定された工法について設計者に確認する。 

 認定工法、旧認定工法、JIS 認定工法、告示を適用した工法等。 

 継杭の接合方法（溶接接合か無溶接接合か）を確認する。 

 認定書別添等を杭メーカーから取寄せ、認定内容を確認するとともに、

杭メーカーから説明を受ける。 

 工法の適用範囲（適用杭径、掘削深さ、先端地盤種別等）を確認する。 

 試験杭（施工試験）の指定の有無を確認する。 

 試掘の指定の有無を確認する。 

 埋込み杭の根固め部未固結試料採取の有無を確認する。 

 杭の支持性能としての地盤の許容支持力の考え方（先端支持型、周面摩

擦型、先端支持と周面摩擦の両方に期待する場合）を確認する。 

載荷試験の指定の有無を確認する。 

杭伏図 杭の位置、径、長さ、試験杭の位置、ボーリング調査位置を確認する。 

断面寸法（杭先端レベル、杭頭レベル、杭長さ、継手位置）を確認する。 

敷地境界線、既設建物等を確認する。 

地盤の確認 

 

 

 

 

 

 

支持層深度について設計者に確認する。 

 設計で想定している支持層（杭先端地盤）深度を杭 1 本ごとに確認する

（支持層等深図、支持層深度を記載した軸組み図、支持層天端一覧表等

による）。 

 近隣の地層データを確認し、支持層の不陸の傾向を把握する。 

 追加地盤調査の要否を検討する。 

 設計ＧＬ、施工地盤レベルを確認する。 
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地盤の確認 

（続き） 

地盤状況が施工に与える影響を検討する。 

 表層・中間層・支持層の土質とその深度・層厚及び礫や玉石の有無とそ

の大きさ等。 

 地下水の有無、その水頭深度、伏流水・被圧水の有無等。 

 既存杭の位置や撤去位置および埋戻し方法等。 

工程計画 全体工程表で杭工事の開始・終了時期を確認する。 

指定された工法による杭の築造サイクル、施工順序を検討する。 

1 日の作業時間、休業日数等を検討する。 

施工条件 敷地の状況を確認する。 

 街区、用途地域を確認する。 

 道路・鉄道・河川・海岸等の周辺状況、制約の有無を確認する。 

 平地・傾斜地・崖地・地山・埋土等の地盤状況を確認する。 

 地中埋設物、土壌汚染の有無を調査・確認する。 

搬出入経路の道路状況を確認する。 

 道路幅、交通量、通学路、道路規制等を確認する。 

 埋設物、架空線等を調査・確認する。 

近接建物の概要、基礎、埋設物、井戸等を調査・確認する。 

作業時間、交通規制、騒音・振動規制の有無を確認する。 

安全対策 機械の転倒防止措置を検討する。 

杭孔、掘削孔への転落防止措置を検討する。 

環境保全 騒音・振動条件を確認し、対策を検討する。 

建設発生土・建設汚泥の敷地境界外への飛散・流出防止措置を検討する。 

発生土の分類（建設発生土もしくは建設汚泥）を確認し、保管、収集・

運搬及び処分に関し、産業廃棄物処理業者への委託形態をはじめ適正

な処理方法を計画する。 

品質管理工程表

及び施工管理

チェックシート

（例） 

各工程における作業手順、管理項目、管理基準値、元請と杭メーカー等

の責任分担、合否判定を明確にするために品質管理工程表及び施工管理

チェックシートを作成する。 

作成に当たっては、工法等により管理項目を追加・削除し、検査者・確認

者欄の凡例を適宜設定する。 

 施工プロセス毎の役割分担を明確にする。 

 管理基準、合否判定を明確にする。 

 施工記録の記録方法を明確にする。 

 写真撮影する施工プロセスを明確にする。 

 工事監理者、元請が立会い確認する施工プロセスを明確にする。 

 立会い確認する頻度を明確にする。 
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４．施工要領書 

施工要領書は、元請が作成した基本計画書をもとに杭メーカー等が作成する。敷地や

地盤状況は現場ごとに異なり、そこで施工する杭も工法、種別、径や長さ等さまざまで

あることを十分理解し、当該現場における施工方法や管理方法、管理基準等、杭工事に

関する重要事項が全て含まれた施工要領書を作成する。 

また、既製コンクリート杭の工法は、杭メーカー等が大臣認定を取得している。した

がって、認定の条件である杭体の設置位置、形状・強度、杭材の種別、支持層の確認方

法、根固め液、杭周固定液の施工管理方法等、認定の内容を正確に盛り込んだ施工要領

書を作成する必要がある。 

なお、施工要領書の書式は問わないが、資料-4 の「施工計画書の目次及び記載内容の

例」を参照し、項目に漏れがないよう作成する。 

 

５．施工計画書 

施工計画書は、基本的には元請が施工要領書の内容を確認し、基本計画書と統合して

作成し、工事監理者の承諾を得る。しかし、工法ごとに施工方法、管理方法、管理基準

等が異なるため、杭メーカー等が作成した施工要領書をもとに現場の施工条件や地盤条

件等を考慮し、元請と杭メーカー等が協力して作成する。 

なお、元請が施工要領書の内容の確認や施工計画書の作成にあたりチェックすべき項

目を「施工計画書の目次及び記載内容の例」（資料-4）としてまとめているので、項目

の追加・修正を適宜行い活用する。 

 



 
 

 

○○○新築工事 
 

 

杭工事 基本計画書 

（既製コンクリート杭 埋込み工法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工会社：    建設・    建設共同企業体 

 

現場代理人 監理技術者 杭担当技術者 
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１．総  則 

1.1．適用範囲 

本施工計画書は○○○新築工事における杭工事の現場施工管理方針として適用する。 

 

1.2．適用図書 

本工事は下記の仕様書及び設計図に基づいて施工する。 

(1) 本工事の建築設計図書及び特記仕様書 

(2) 現場説明書、現場説明事項、質疑回答書及び追加変更指示書 

(3) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

公共建築工事標準仕様書（建築工事編） （○○年版） 

(4) 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

建築工事監理指針 上・下巻 （○○年版） 

 

1.3．疑義、変更、協議 

本基本計画書に記載なき事項や、記載事項の質疑変更に関しては工事監理者・監理技

術者・工事担当者と協議の上で承諾を得て施工する。 

 

1.4．その他 

本基本計画書に基づき、工事の詳細について施工計画書を作成する。また、これを用

いて元請・杭施工業者で工事内容及び作業の進め方等について周知徹底を図り、施工

品質の確保に努める。 
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２．工事概要 

工 事 名 称 ：  

工 事 場 所 ：  

発 注 者 ：  

設 計 ：  

監 理 ：  

請 負 者 ：  

工 期 ： 自    年  月  日 ～ 至    年  月  日 

主 要 用 途 ：  

敷 地 面 積 ：     ㎡ 

建 築 面 積 ：     ㎡ 

延 べ床面積 ：     ㎡ 

建 物 規 模 ： 地上  階、搭屋  階、地下  階 

建 物の構造 ：   造 

杭 工事概要 ： （工法） 

 （杭本数、杭径、杭長） 

当該工事工程 ： 自    年  月  日 ～ 至    年  月  日 

 

３．施工組織 

工 事担当者 ： （監理技術者） 

 （杭担当技術者） 

杭 製造会社 ：  

杭 施工会社 ：  

組織表を添付する場合は各社の書式による。 
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４．設計仕様 

項 目 内  容 

杭の種類 杭の種類 長さ(m) 径(mm) 本数(本) 
許容支持力(kN/本)

 
長期 短期 

       

       

       

       

       

       

工法の種類 ○プレボーリング工法（       ） 

○中掘り工法（       ） 

 

継手 杭の継手  ○有  ○無 

○溶接 

○無溶接継手（工法名：       ） 

 

試験杭 ○行う    箇所 

○行わない 

試掘 ○行う    箇所 

○行わない 

未固結試料の 

採取 

○行う    箇所 

○行わない 

地盤の許容支持力

の考え方 

○杭の先端支持力に期待する場合（支持杭型） 

○杭の周辺摩擦力に期待する場合（摩擦杭型） 

○支持杭型＋摩擦杭型の両方に期待する場合 

 

その他の特記事項 （例：載荷試験） 

（構造特記仕様書に上記以外の記載がある場合） 

 

添付資料 ○構造図 

（構造設計条件、特記仕様書、土質柱状図、ボーリング位置図、 

地層断面想定図、杭伏図、杭リスト、杭・基礎断面図、等） 

○地盤調査報告書 
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５．杭伏図 

以下の内容を記載した杭伏図を添付する。 

・杭の位置・径・長さ・杭符号、 

・試験杭、試掘の位置・本数、 

・ボーリング調査位置 

・断面寸法（杭先端レベル、杭頭レベル、杭長さ、継手位置） 

・敷地境界線、既設建物 

・既存杭の位置、撤去位置および埋戻し位置 

 

 

６．柱状図 

以下の資料を添付する。 

・ボーリング調査位置 

・土質柱状図、支持層コンター図、土質断面想定図 

・支持層推定断面と杭断面図との重ね合わせ図 

・支持層の明記 

・設計 GL、施工地盤レベルの明記 

 

 

７．工程表 

全体工程表及び杭工事工程表を添付する。 

 

 

  



5 
 

８．施工条件 

（下表の各項目について調査・確認し、具体的な内容を記載する。） 

項 目 内  容 

敷地状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

道路 
 

 

 

 

 

隣接建物土地  

 

 

 

制約条件  

 

 

 

 

その他特記事項  

 

 

 

  

【記載内容例】 

街区（事務所街・商業地・住宅地・郊外） 

用途地域 

道路・鉄道・河川・海岸等 

平地・傾斜地・崖地、地山・埋土 

電力・用水の供給、排水管の有無 

地中埋設物（既存基礎・配管類・古井戸・護岸等） 

土壌汚染 

【記載内容例】 

道路幅・交通量・通学路 

埋設物（位置・径・本数） 

架空線 

道路規制 

【記載内容例】 

構造・階数・用途・基礎・杭配置 

埋設物・境界線・井戸の使用等 

【記載内容例】 

作業時間 

交通規制 

騒音・振動規制 

【記載内容例】 

ＩＣＴ機器の利用 

その他 
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９．安全対策・環境保全 

9.1．安全対策 

 

【記載例】 

(1) 工事中の安全に関しては、建築基準法・同施行令，労働安全衛生法・同規則をは

じめとし作業の種類ごとに各種の関連法規が定められていることから、これらに

従って作業し、工事現場内はもとより現場外の第三者に対しても、人身事故・物

的事故等の生じないよう安全に注意する。 

(2) 既製コンクリート杭は中空であり、杭施工用の掘削孔が設けられる。これらの孔

は上部の基礎スラブとの杭頭接合部の処理やその他の施工上の必要性でそのまま

にしておく場合、あるいはコンクリート等が充填されるまでの間、作業員等の転

落事故の生じないように注意し、状況に応じて鉄板や覆工板で仮蓋や柵を設ける

か、埋め戻す等の対策を講ずる。 

(3) 重機械を使用する場合は、機械が転倒しないように作業地盤の強度を確認する。

必要によっては地盤改良や敷鉄板等で作業床を補強する。 

 

 

9.2．環境保全 

 

【記載例】 

(1) 作業に伴う騒音・振動は、関連法規に従い極力少なくするよう努める。 

(2) 工事により第三者に対して危害や損害を与えないようにしなければならない。工

事中には計測・監視等により、事前に事故防止に努め、敷地周辺の施設,既存構

築物等に危害・損傷を与える恐れがある場合には、監理者と協議のうえ、防護・

養生等の適切な処置をとる。 

(3) 土砂及び諸材料の搬出入に当たっては、泥土等による周辺道路の汚れを防止する

とともに、搬出入用車両による交通災害を防ぐように努める。 

(4) 工事によって発生する産業廃棄物は、関係法規に定められた基準に従い必要な処

置をとる。杭の埋込みや掘削による排土・廃液等については発生土の分類（建設

発生土、建設汚泥）を確認し、保管、収集・運搬および処分に関し、産業廃棄物

処理業者への委託形態をはじめ適切に処理する。 
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１０．品質管理項目 

10.1．品質管理項目と品質水準 

 品質管理工程表による 

 

10.2．工事監理者・元請技術者立会い項目 

 品質管理工程表による 

 

10.3．写真撮影要領 

 品質管理工程表による 

 

10.4．施工記録が取得できない場合の措置 

 

【解説】 

国土交通省告示第 468 号で、「電流計、セメントミルク流量計等施工要領書に記載し

た施工記録が取得できない場合の措置を監理者と協議・決定し、施工要領書に明記す

る。」と定められており、下記に措置の例を示す。 

 

【代替措置の記載例】 

1）電流計・積分電流計の記録が取得できなかった場合 

・地層が水平で想定しやすい場合は、近傍の本杭の結果をもって代替記録とする。 

・立会い記録をもって代替記録とする。 

・出力時の写真（データシートや画面等の写真）を代替記録とする。 

・当該杭近傍で試掘を行い、記録を取得する。 

2）流量計の記録が取得できなかった場合 

・立会い記録をもって代替記録とする。 

・流量計を確認した写真を代替記録とする。 

 

 



凡
例

工
事

監
理

者

●
立

会
い

検
査

　
※

工
法

等
に

よ
り

管
理

項
目

を
追

加
・削

除
し

て
く

だ
さ

い
。

○
検

査
書

類
を

確
認

　
※

右
の

凡
例

は
一

例
で

あ
る

の
で

、
適

宜
設

定
し

て
く

だ
さ

い
。

工
事

監
理

者
監

理
技

術
者

杭
担

当
技

術
者

杭
工

事
管

理
者

工
法

､材
料

の
品

質
､種

類
､

検
査

･試
験

､補
修

方
法

設
計

図
書

ど
お

り
監

理
者

の
承

諾
が

得
ら

れ
て

い
る

工
事

着
手

前
施

工
計

画
書

の
作

成
･

施
工

要
領

書
の

査
読

そ
の

つ
ど

打
合

せ
記

録
（
議

事
録

）
チ

ェ
ッ

ク
バ

ッ
ク

写
真

撮
影

の
頻

度
あ

ら
か

じ
め

定
め

、
監

理
者

の
承

諾
が

得
ら

れ
て

い
る

工
事

着
手

前
施

工
計

画
書

工
事

写
真

撮
影

要
領

書
そ

の
つ

ど
打

合
せ

記
録

（
議

事
録

）
チ

ェ
ッ

ク
バ

ッ
ク

使
用

す
る

記
録

帳
票

あ
ら

か
じ

め
定

め
、

監
理

者
の

承
諾

が
得

ら
れ

て
い

る
工

事
着

手
前

施
工

計
画

書
・
要

領
書

に
添

付
そ

の
つ

ど
打

合
せ

記
録

（
議

事
録

）
チ

ェ
ッ

ク
バ

ッ
ク

仮
設

計
画

電
力

・
給

排
水

設
備

は
必

要
な

容
量

を
確

保
で

き
る

こ
と

工
事

着
手

前
施

工
計

画
書

と
照

合
全

数
仮

設
計

画
図

周
知

会
の

開
催

開
催

す
る

工
事

着
手

前
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

そ
の

つ
ど

打
合

せ
記

録

支
持

層
の

確
認

1
本

毎
の

設
計

想
定

深
度

を
確

認
す

る
施

工
前

設
計

図
の

照
合

、
設

計
者

へ
ヒ

ア
リ
ン

グ
全

数
杭

伏
図

、
杭

リ
ス

ト

地
中

障
害

の
処

理
処

理
が

完
了

し
て

い
る

こ
と

施
工

前
図

面
照

合
全

数

作
業

地
盤

の
支

持
力

機
械

接
地

圧
○

○
K

N
/
㎡

以
上

施
工

前
支

持
力

計
算

、
強

度
試

験
全

面
地

盤
改

良
検

討
書

搬
入

路
の

整
備

出
入

口
（
歩

道
切

下
げ

）
、

搬
入

路
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
施

工
前

踏
査

全
面

周
辺

建
物

の
養

生
作

業
に

支
障

が
な

い
こ

と
施

工
前

目
視

全
面

資
格

必
要

な
資

格
を

有
し

て
い

る
こ

と
(施

工
管

理
者

、
施

工
技

能
者

、
溶

接
者

)
施

工
前

資
格

証
と

照
合

要
資

格
者

証
明

書
の

写
し

杭
心

出
し

杭
心

位
置

位
置

X
、

Y
と

も
±

○
○

m
m

以
内

施
工

前
光

波
、

ス
チ

ー
ル

テ
ー

プ
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
施

工
機

械
の

組
立

て
検

査
組

立
て

作
業

手
順

書
組

立
て

時
検

査
表

，
目

視
掘

削
機

ご
と

組
立

完
了

後
検

査
表

掘
削

ヘ
ッ

ド
径

計
画

掘
削

径
（
工

法
毎

に
認

定
条

件
を

確
認

）
初

回
設

置
時

ス
ケ

ー
ル

掘
削

機
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

掘
削

ロ
ッ

ド
長

計
画

掘
削

長
（
工

法
毎

に
認

定
条

件
を

確
認

）
初

回
設

置
時

ス
ケ

ー
ル

掘
削

機
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

ス
パ

イ
ラ

ル
オ

ー
ガ

ー
、

練
り

付
け

ド
ラ

ム
径

計
画

掘
削

径
（
工

法
毎

に
認

定
条

件
を

確
認

）
初

回
設

置
時

ス
ケ

ー
ル

掘
削

機
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

拡
大

ヘ
ッ

ド
径

計
画

拡
大

径
（
工

法
毎

に
認

定
条

件
を

確
認

）
初

回
設

置
時

ス
ケ

ー
ル

掘
削

機
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

リ
ー

ダ
ー

鉛
直

度
傾

斜
計

の
ゼ

ロ
設

定
初

回
設

置
時

ト
ラ

ン
シ

ッ
ト

掘
削

機
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

掘
削

ロ
ッ

ド
の

鉛
直

度
傾

斜
度

Ｘ
、

Ｙ
と

も
　

1
/
○

○
以

内
初

回
設

置
時

ト
ラ

ン
シ

ッ
ト

掘
削

機
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

セ
メ

ン
ト
サ

イ
ロ

重
量

計
実

測
重

量
表

示
を

確
認

す
る

、
必

要
に

応
じ

誤
差

補
正

を
行

う
初

回
設

置
時

検
査

ウ
ェ

イ
ト

プ
ラ

ン
ト
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

水
管

計
（
手

動
プ

ラ
ン

ト
使

用
時

）
実

計
量

に
よ

る
マ

ー
キ

ン
グ

初
回

設
置

時
計

量
バ

ケ
ツ

、
ビ

ニ
ル

テ
ー

プ
プ

ラ
ン

ト
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

整
備

状
況

セ
メ

ン
ト
が

付
着

し
て

い
な

い
、

水
漏

れ
が

な
い

初
回

設
置

時
目

視
プ

ラ
ン

ト
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

タ
イ

ム
ラ

グ
圧

送
開

始
か

ら
掘

削
ヘ

ッ
ド

に
達

す
る

時
間

を
計

測
し

、
把

握
す

る
初

回
設

置
時

時
計

、
着

色
紅

プ
ラ

ン
ト
ご

と
（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

混
練

時
間

の
確

認
セ

メ
ン

ト
投

入
後

○
○

秒
以

上
攪

拌
初

回
設

置
時

時
計

プ
ラ

ン
ト
ご

と
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

検
査

者
・
確

認
者

工
程

管
理

項
目

管
理

基
準

時
期

方
法

頻
度

記
録

写
真

杭
工

事
管

理
者

自
主

検
査

自
主

管
理

立
会

い
検

査

随
時

確
認

、
書

類
確

認

元
請

技
術

者
　
　
品
質
管
理
工
程
表
　
既
製
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
（
埋
込
み
工
法
）

施
工

計
画

準
備

作
業

掘
削

機
の

確
認

プ
ラ

ン
ト
設

備
の

確
認

資
料

-
2



工
事

監
理

者
監

理
技

術
者

杭
担

当
技

術
者

杭
工

事
管

理
者

検
査

者
・
確

認
者

工
程

管
理

項
目

管
理

基
準

時
期

方
法

頻
度

記
録

写
真

深
度

計
の

ゼ
ロ

設
定

F
L
を

基
準

に
掘

削
深

度
を

合
わ

せ
る

初
回

設
置

時
巻

尺
管

理
装

置
ご

と
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

速
度

設
定

実
測

速
度

表
示

を
確

認
す

る
、

必
要

に
応

じ
誤

差
補

正
を

行
う

初
回

設
置

時
時

計
、

ス
タ

ッ
フ

管
理

装
置

ご
と

（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

流
量

計
設

定
実

測
流

量
表

示
を

確
認

す
る

、
必

要
に

応
じ

誤
差

補
正

を
行

う
初

回
設

置
時

時
計

、
計

量
バ

ケ
ツ

管
理

装
置

ご
と

（
キ

ャ
リ
ブ

レ
ー

シ
ョ
ン

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
）

規
格

JI
S
A

5
3
7
2
、

JI
S
A

5
3
7
3
に

適
合

、
大

臣
認

定
品

、
技

術
評

定
品

搬
入

時
パ

イ
ル

表
示

の
確

認
、

納
品

書
全

数
杭

受
入

検
査

表

種
類

、
寸

法
（
長

さ
、

径
）
、

先
端

形
状

設
計

図
書

通
り

搬
入

時
パ

イ
ル

表
示

の
確

認
、

ス
ケ

ー
ル

全
数

杭
受

入
検

査
表

杭
の

損
傷

の
有

無
ひ

び
割

れ
等

の
損

傷
が

な
い

こ
と

搬
入

時
目

視
全

数
杭

受
入

検
査

表

保
管

場
所

、
方

法
施

工
計

画
書

通
り

保
管

時
目

視
そ

の
つ

ど

規
格

、
種

類
、

数
量

設
計

図
書

通
り

で
あ

る
こ

と
搬

入
時

納
品

書
と

照
合

搬
入

毎

保
管

場
所

,方
法

施
工

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

保
管

時
目

視
そ

の
つ

ど

試
掘

方
法

施
工

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

試
掘

時
施

工
計

画
書

と
照

合
実

施
毎

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

掘
削

深
さ

施
工

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

試
掘

時
施

工
計

画
書

と
照

合
試

掘
毎

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

支
持

層
の

確
認

施
工

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

設
計

想
定

深
度

及
び

土
質

ｻ
ﾝ

ﾌ
ﾟﾙ

と
の

合
致

支
持

層
付

近
の

電
流

値
・
油

圧
値

や
積

分
電

流
値

・
積

分
油

圧
値

の
傾

向
が

確
認

で
き

る
こ

と

試
掘

時

ｵ
ｰ

ｶ
ﾞｰ

電
流

抵
抗

値
、

積
分

電
流

値
削

孔
深

度
計

土
質

ｻ
ﾝ

ﾌ
ﾟﾙ

油
圧

値
、

積
分

油
圧

値

試
掘

毎
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

試
料

の
採

取
方

法
施

工
計

画
書

通
り

で
あ

る
こ

と
試

験
時

施
工

計
画

書
と

照
合

採
取

毎

試
料

の
性

状
温

度
・
密

度
・
色

等
が

、
施

工
計

画
書

通
り

で
あ

る
こ

と
試

験
時

施
工

計
画

書
と

照
合

、
目

視
採

取
毎

供
試

体
作

製
施

工
計

画
書

通
り

で
あ

る
こ

と
試

験
時

施
工

計
画

書
と

照
合

、
目

視
採

取
毎

圧
縮

強
度

所
定

の
圧

縮
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

試
験

時
圧

縮
強

度
試

験
採

取
毎

試
験

結
果

報
告

書

試
験

杭
の

位
置

試
験

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

（
ボ

ー
リ
ン

グ
位

置
近

傍
の

杭
が

試
験

杭
と

し
て

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
）

試
験

時
試

験
計

画
書

と
照

合
試

験
杭

毎
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
の

設
計

長
試

験
計

画
書

通
り

で
あ

る
こ

と
試

験
時

試
験

計
画

書
と

照
合

試
験

杭
毎

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

施
工

サ
イ

ク
ル

タ
イ

ム
試

験
計

画
書

通
り

で
あ

る
こ

と
試

験
時

試
験

計
画

書
と

照
合

試
験

杭
毎

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

重
機

・
機

器
類

の
性

能
施

工
サ

イ
ク

ル
タ

イ
ム

通
り

に
杭

施
工

を
進

め
ら

れ
る

こ
と

試
験

時
試

験
計

画
書

と
照

合
試

験
杭

毎
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

支
持

層
到

達
の

確
認

方
法

試
験

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

試
験

時
ｵ

ｰ
ｶ
ﾞｰ

電
流

抵
抗

値
、

油
圧

値
積

分
電

流
値

、
積

分
油

圧
値

削
孔

深
度

計
試

験
杭

毎
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

支
持

層
の

土
質

試
験

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

試
験

時
ボ

ー
リ
ン

グ
デ

ー
タ

・
土

質
サ

ン
プ

ル
と

照
合

試
験

杭
毎

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

根
固

め
液

、
杭

周
固

定
液

の
配

合
の

適
否

や
使

用
量

試
験

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

試
験

時
試

験
計

画
書

と
照

合
試

験
杭

毎
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

根
固

め
液

、
杭

周
固

定
液

材
料

搬
入

・
保

管

管
理

装
置

の
確

認

杭
材

搬
入

試
掘

根
固

め
部

未
固

結
試

料

試
験

杭



工
事

監
理

者
監

理
技

術
者

杭
担

当
技

術
者

杭
工

事
管

理
者

検
査

者
・
確

認
者

工
程

管
理

項
目

管
理

基
準

時
期

方
法

頻
度

記
録

写
真

杭
心

セ
ッ

ト
杭

心
か

ら
の

ズ
レ

管
理

目
標

精
度

　
○

○
㎜

掘
削

前
ス

ケ
ー

ル
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

ス
ク

リ
ュ

ー
・
ロ

ッ
ド

の
鉛

直
精

度
傾

斜
度

管
理

目
標

精
度

　
1
/
○

○
○

掘
削

時
ト
ラ

ン
シ

ッ
ト
、

下
げ

振
り

、
水

準
器

等
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

ス
ク

リ
ュ

ー
・
ロ

ッ
ド

の
位

置
精

度
杭

心
か

ら
の

ズ
レ

管
理

目
標

精
度

　
○

○
m

m
掘

削
時

ス
ケ

ー
ル

、
定

尺
棒

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

掘
削

速
度

施
工

計
画

書
通

り
で

あ
る

こ
と

掘
削

中
時

計
、

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

掘
削

深
度

計
画

掘
削

深
度

以
上

掘
削

中
ロ

ッ
ド

長
、

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

支
持

層
確

認

①
積

分
電

流
値

・
積

分
油

圧
値

②
瞬

間
電

流
値

・
油

圧
値

の
変

化
③

掘
削

機
の

振
動

・
音

④
ヘ

ッ
ド

付
着

土
砂

よ
り

総
合

的
に

判
断

掘
削

中

地
盤

調
査

と
の

照
合

、
試

験
杭

の
ｵ

ｰ
ｶ
ﾞｰ

電
流

抵
抗

値
・
油

圧
値

、
積

分
電

流
値

・
積

分
油

圧
値

と
の

照
合

、
削

孔
深

度
計

、
土

質
ｻ

ﾝ
ﾌ
ﾟﾙ

と
の

照
合

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

拡
大

動
作

確
認

拡
大

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
（
工

法
毎

に
認

定
条

件
を

確
認

）
掘

削
中

油
圧

力
・
油

流
量

、
電

流
値

、
拡

大
確

認
装

置
、

圧
縮

ピ
ン

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

掘
削

速
度

施
工

サ
イ

ク
ル

タ
イ

ム
計

画
表

に
準

拠
し

て
い

る
（○

○
m

/m
in

程
度

）
掘

削
中

時
計

、
管

理
装

置
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

掘
削

深
度

計
画

掘
削

深
度

○
○

～
○

○
m

m
（
必

ず
レ

ベ
ル

に
て

確
認

す
る

）
掘

削
中

レ
ベ

ル
、

ロ
ッ

ド
長

、
管

理
装

置
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

反
復

高
さ

・
回

数
施

工
サ

イ
ク

ル
タ

イ
ム

計
画

表
に

準
拠

し
て

い
る

（反
復

○
回

以
上

）
掘

削
中

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

掘
削

水
流

量
施

工
サ

イ
ク

ル
タ

イ
ム

計
画

表
に

準
拠

し
て

い
る

（施
工

試
験

時
に

確
認

）
掘

削
中

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

根
固

め
液

の
配

合
水

セ
メ

ン
ト
比

Ｗ
/
Ｃ

＝
○

％
混

練
時

プ
ラ

ン
ト
水

管
、

サ
イ

ロ
計

量
器

混
練

ご
と

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

密
度

測
定

○
.○

　
g/

cm
3

（
-
○

％
～

+
○

％
以

内
）

混
練

後
マ

ッ
ド

バ
ラ

ン
ス

○
回

/
日

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

タ
イ

ム
ラ

グ
の

確
認

キ
ャ

リ
ブ

時
の

タ
イ

ム
ラ

グ
注

入
時

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

根
固

め
液

の
注

入
深

度
各

認
定

工
法

仕
様

注
入

時
目

視
、

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

根
固

め
液

の
注

入
量

規
定

値
以

上
（
○

Ｌ
）

注
入

時
計

量
計

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

反
復

攪
拌

回
数

の
確

認
規

定
値

以
上

（
○

回
・
○

ｍ
）

注
入

時
目

視
、

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

反
復

撹
拌

速
度

の
確

認
○

ｍ
/
m

in
以

下
注

入
時

目
視

、
管

理
装

置
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

根
固

め
液

の
圧

縮
強

度
規

定
値

以
上

（
○

○
N

/
㎟

)
混

練
後

圧
縮

強
度

試
験

試
験

杭
＋

○
本

毎
試

験
成

績
書

杭
周

固
定

液
の

配
合

水
セ

メ
ン

ト
比

Ｗ
/
Ｃ

＝
○

％
混

練
時

プ
ラ

ン
ト
水

管
、

サ
イ

ロ
計

量
器

混
練

ご
と

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

密
度

測
定

○
.○

　
g/

cm
3

（
-
○

％
～

+
○

％
以

内
）

混
練

後
マ

ッ
ド

バ
ラ

ン
ス

○
回

/
日

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
周

固
定

液
の

注
入

量
軸

部
掘

削
体

積
の

○
％

注
入

時
管

理
装

置
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

反
復

攪
拌

回
数

の
確

認
規

定
値

以
上

（
○

回
・
○

ｍ
）

注
入

時
目

視
、

管
理

装
置

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

反
復

撹
拌

速
度

の
確

認
○

ｍ
/
m

in
以

下
注

入
時

目
視

、
管

理
装

置
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
周

固
定

液
の

圧
縮

強
度

規
定

値
以

上
（
○

○
N

/
㎟

)
混

練
後

圧
縮

強
度

試
験

試
験

杭
＋

○
本

毎
試

験
成

績
書

根
固

め
部

築
造

杭
周

部
築

造

軸
部

掘
削

拡
大

部
掘

削



工
事

監
理

者
監

理
技

術
者

杭
担

当
技

術
者

杭
工

事
管

理
者

検
査

者
・
確

認
者

工
程

管
理

項
目

管
理

基
準

時
期

方
法

頻
度

記
録

写
真

外
観

、
損

傷
の

確
認

有
害

な
損

傷
が

無
い

こ
と

建
込

み
前

目
視

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
の

鉛
直

精
度

1
/
○

○
以

内
建

込
み

時
ト
ラ

ン
シ

ッ
ト
（
直

角
2
方

向
）

全
数

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
心

位
置

精
度

位
置

±
○

○
m

m
以

内
建

込
み

時
逃

げ
心

（
2
方

向
）
、

検
尺

棒
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

杭
頭

レ
ベ

ル
○

○
～

○
○

ｍ
ｍ

建
込

み
時

レ
ベ

ル
、

検
尺

棒
全

数
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

溶
接

棒
施

工
計

画
書

･要
領

書
ど

お
り

(半
自

動
　

JI
S
 Z

 3
3
1
3
)

溶
接

前
目

視
杭

ご
と

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

降
雨

、
降

雪
、

強
風

溶
接

部
が

濡
れ

る
、

1
0
m

/
秒

以
上

の
強

風
溶

接
前

風
速

計
、

目
視

杭
ご

と
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

気
温

5
℃

以
下

溶
接

前
温

度
計

杭
ご

と
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

溶
接

前
の

接
合

部
汚

れ
、

隙
間

、
ズ

レ
の

な
い

こ
と

く
い

違
い

2
㎜

以
下

、
ル

ー
ト
間

隔
4
㎜

以
下

溶
接

前
目

視
、

く
い

違
い

測
定

治
具

、
隙

間
ゲ

ー
ジ

杭
ご

と
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

溶
接

後
の

外
観

の
ど

厚
不

足
、

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
等

の
欠

陥
の

な
い

こ
と

溶
接

後
目

視
杭

ご
と

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

非
破

壊
検

査
浸

透
探

傷
検

査
等

溶
接

後
各

検
査

方
法

に
よ

る
施

工
計

画
書

に
よ

る
施

工
管

理
ﾁ

ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

接
続

面
清

掃
外

観
上

問
題

が
な

い
（
付

着
物

、
欠

損
な

し
）

接
合

前
目

視
杭

ご
と

施
工

管
理

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ

ｰ
ﾄ

各
無
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既製コンクリート杭（埋込み工法）　施工計画書の目次及び記載内容の例

章
チェックポイント（明記されているか確認）

（）内の数字は施工管理指針、計画チェックシートの該当する章番号を示す
基本計画書施工要領書施工計画書

１．総則 適用範囲、適用図書、変更・疑義・協議、関係者への周知徹底　（4-2,4-7） ○ ○

2.1 工事名 工事名称 ○ ○

2.2 工事場所 工事場所住所 ○ ○

2.3 建築主 建築主 ○ ○

2.4 設計者 設計者 ○ ○

2.5 工事監理者 工事監理者 ○ ○

2.6 施工者 元請会社 ○ ○

2.7 建物概要 用途、敷地面積、建築面積、延床面積、階数、構造　他 ○ ○

2.8 杭施工者 1次、2次（、3次）　認定取得会社 ○ ○

2.9 杭工法、杭数量概要 工法名、認定番号、性能評価番号、評定番号等、杭仕様、数量 ○ ○

2.10 杭工事期間 期間 ○ ○

2.11 現場案内図 現場事務所の連絡先等の情報 ○ ○

3.1 杭リスト
杭符号、呼び名、杭径、杭長、杭仕様、継手(無溶接継手の継手箇所毎の仕様)、
許容支持力　（2-1）

○ ○ ○

3.2 杭伏図 杭番号、試掘・試験杭の位置、柱状図の位置、杭リスト ○ ○ ○

3.3 柱状図 調査位置図、全ての柱状図、支持層想定分布図、等深図　（2-4,2-5,2-6） ○ ○

4.1 施工組織表 監理技術者、杭担当技術者、杭工事管理者、杭施工管理者　（4-1） ○ ○ ○

4.2 資格、施工能力 杭工事管理者の資格、作業員の資格　（1-4,4-1） ○ ○

4.3 各組織・担当者の役割と責務 役割分担表、工事範囲毎の確認事項・確認者、判断事項・判断者等　（1-1,1-3） ○ ○

5.1 全体工程表 杭工事期間 ○ ○

5.2 杭工事工程表
搬入組立て、(未固結)、(試掘)、試験杭施工、本杭施工、解体搬出工程における供用
日数計画

○ ○

6.1 工法概要 工法の概要・特徴、当該現場における適用範囲、根固め球根部仕様図　（2-2,3-1） ○ ○

6.2 使用機械 杭打機、オーガー、掘削撹拌シャフト、ヘッド、相番機、プラント、油圧ショベル、他 ○ ○

6.3 使用材料 杭材、注入材に使用する材料 ○ ○

6.4 機械配置計画・打設計画 平面計画、施工順序、プラント配置、杭材保管場所、車両導線 ○ ○

6.5 施工手順・サイクルタイム計画 施工手順図、計画サイクルタイム図(杭径、施工長毎)　（4-5） ○ ○

6.6 根固め液・杭周固定液の現場配合計画 W/C、標準配合表、現場配合表、注入量等の杭径、施工長毎 ○ ○

6.7 施工管理装置 管理装置の種類、概要、管理項目、表示・記録内容 ○ ○

6.8 運搬、搬入、保管 運搬経路、運搬車両、荷姿、荷卸し方法、仮置き方法 ○ ○

7.1 杭の輸送及び仮置き 受入れ検査項目 ○ ○

7.2 キャリブレーション
杭打機リーダーの鉛直度、掘削撹拌装置、掘削ビット、マッドバランス等のキャリブ
レーション方法

○ ○

7.3 杭頭受金具の取り付け 杭頭金具仕様 ○ ○

7.4
未固結試験
（未固結試料採取実施の場合）

採取位置、採取装置、採取方法、圧縮強度　（2-3） ○ ○

7.5 試験杭
サイクルタイム、管理方法の確認、支持層の確認・判断基準、立会者（別途計画書）
　（2-3,4-3）

○ ○

7.6 管理装置 管理装置の種類・仕様　（3-5,4-4） ○ ○

7.7 杭心セット 管理値、現場目標値の設定 ○ ○

7.8 リーダの鉛直確保 管理値、現場目標値の設定 ○ ○

7.9 軸部掘削 掘削速度、掘削液の配合 ○ ○

7.10 拡大根固め部の掘削 拡大部の形状、支持層との位置関係 ○ ○

7.11 拡大径の確認 拡大径の確認方法 ○ ○

7.12 支持層の確認 支持層確認方法、支持層確認フロー、判断基準　（3-1,4-5） ○ ○

7.13 セメントミルクの注入 根固め液・杭周固定液の注入量、注入量の管理方法　（3-4,4-5） ○ ○

7.14 セメントミルクの供試体 供試体の採取回数、採取方法、圧縮試験方法、試験場所、管理強度　（4-5） ○ ○

7.15 杭の建て込み・挿入 建込み精度の管理値、現場目標値の設定 ○ ○

7.16 継手の接続 継手の施工方法、手順、管理方法 ○ ○

7.17 杭頭レベルの管理 杭頭レベルの測定方法、管理値、現場目標値 ○ ○

7.18 発生土の処理 建設発生土、建設汚泥の処理方法 ○ ○

7.19 杭周固定液の天端確認と杭孔の養生 杭打設後の杭周固定液の天端確認及び掘削孔の安全対策 ○ ○

8.1 品質管理項目、品質基準 品質管理表の添付、写真、立会い　（3-3,4-5） ○ ○ ○

8.2 施工記録 日々の提出記録、報告書提出記録、各種帳票　（3-1,3-2,4-6） ○ ○ ○

8.3 トラブル発生時の対応 予想されるトラブルとその対策、トラブル対応ルート、フロー、トラブル対応シート　（3-6） ○ ○ ○

8.4 施工記録が取得できない場合の措置 電流計・積分電流計、流量計の記録が取得できない場合の代替措置の方法　（3-6） ○ ○ ○

9.1 安全管理計画 作業区域、施工地盤対策、機材定期点検、転倒防止、落下防止、近隣構造物対策等 ○ ○ ○

9.2 環境管理計画 飛散対策、騒音・振動対策等 ○ ○ ○

10.1 杭工事施工管理チェックシート チェックシートの記入者、承認者、確認項目 ○ ○ ○

10.2 施工サイクルタイム実施表 施工サイクルタイム図の雛形 ○ ○

10.3 管理装置画面記録 電流値、積分電流値、根固め液注入量、杭周固定液注入量の記録　（3-5） ○ ○

10.4 製品出荷検査表 製品出荷検査表による杭径、杭長、杭仕様、継手仕様の確認 ○ ○

10.5 セメント受払表 セメント受払表によるセメント納入数量、セメント種の確認 ○ ○

10.6 杭施工記録一覧表
杭セット毎の杭仕様、施工時間、注入液の注入量、杭天端等の情報が確認できる
施工記録表

○ ○

10.7 継手施工記録（無溶接継手、溶接継手） 杭セット毎の継手部管理項目が確認できる施工記録表 ○ ○

特定建設業許可証 許可証の有効期間等 ○ ○

日本工業規格適合性認定書 認証証のJIS番号、区分、認証日等 ○ ○

杭評定書 当該現場における使用杭材料の評定番号、有効期間 ○ ○

杭構造図（カタログ） 当該現場における使用杭材料の仕様 ○ ○

無溶接継手標準構造図（カタログ）
（無溶接継手使用の場合）

当該現場における使用継手の仕様 ○ ○

無溶接継手評定書
（無溶接継手使用の場合）

評定番号、有効期間 ○ ○

工法認定書、別添 認定番号、指定書添付、別添（地盤の許容支持力、適用範囲、工法の概要）　（1-2） ○ ○

管理装置概要 当該現場で使用する管理装置の概要、表示例 ○ ○

プラントキャリブレーション セメント計量器、使用水計量器のキャリブレーション方法 ○ ○

管理装置キャリブレーション 深度計、ミルク流量計のキャリブレーション方法 ○ ○

施工機械・管理器具キャリブレーション
杭打機リーダーの鉛直度、掘削撹拌装置、掘削ビット、マッドバランス等のキャリブ
レーション方法

○ ○

施工機械器具仕様(カタログ) 当該現場で使用する施工機器具のカタログ ○ ○

資格証一覧 杭施工管理者、施工者の取得資格一覧及び資格者証の写し ○ ○

工法カタログ 必要カタログ類 ○ ○

７．施工

８．品質管理

９．安全・環境管理

10.各種施工記録

１１．末尾資料

６．施工計画

項目

２．工事概要

３．設計仕様

４．施工組織

５．工程表
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「施工計画書作成のポイント（既製コンクリート杭 埋込み工法）」作成関係委員 

（敬称略、順不同） 

 

 

一般社団法人日本建設業連合会 建築生産委員会 施工部会 

既製コンクリート杭施工管理専門部会 

 

施工部会長  木谷  宗一 ・・・ 株式会社竹中工務店 

主   査  温品  秀夫 ・・・ 大成建設株式会社 

副 主 査  岡本  秀雄 ・・・ 株式会社大林組 

副 主 査  土屋  富男 ・・・ 株式会社竹中工務店 

福島    隆 ・・・ 鹿島建設株式会社 

岸田    了 ・・・ 清水建設株式会社 

森山 毅子彦 ・・・ 大成建設株式会社 

秋月  通孝 ・・・ 大成建設株式会社 

須見  光二 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

細田  光美 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

西村    裕 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

松木  靖紀 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

千種  信之 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

朝妻  雅博 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

木谷  好伸 ・・・ コンクリートパイル建設技術協会 

 

 


